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彙 報

彙 報 昭和６０年 １月～
昭和６０年 ３月

人事 異動

　 （行政職）　　　　（昇　任）

　 ３，月１日　管理部会計課課長補佐

　　　　　　　　　　　　　　 本田　信一

　　　　　　 （管理部会計課主計係長）

　 （教育職）　　　　（昇　任）

　 ３月１６日　第一研究部助教授　長野　泰彦

　　　　　　 （第一研究部助手）

　　　　　　第三研究部助教授　大森　康宏

　　　　　　 （第三研究部助手）

　　　　　　　　　 （停年退職）

　３、目３１日　第五研究部教授　　岩田　慶治

シンポジウム

◎ 「現代日本文化における伝統と変容」シン

ポジゥム　日本人の人聞関係

日時　昭和６０年２月２０日 （水）－２２日 （金）

場所　国立民族学博物館

摘要　本館では 「現代日本文化における伝統

　と変容」をテーマに特別研究を行って来た

　が，本年は 「日本人の人間関係」をそのテ

　ーマとして，シンポジウムを行った。その

　内容は，家庭，地域，学校，職場，寄り合，

　情報，社縁七つの領域における近世以降の

　日本社会の変化と，それにともなう人間関

　係の変化についてである。

シンポジウム委員会

　　栗田　靖之　国立民族学博物館第二研究

　　 （委員長）　 部助教授

　　守屋　　毅　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　 部助教授

　　端　　信行　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　 部助教授

　　杉田　繁治　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　　部助教授

　　森田　恒之　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　 部助教授

　　久保　正敏　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　 部助手

　　水口　　修　国立民族学博物館管理部庶

　　　　　　　 務課共同利用係長

　　河合　昌子　 「伝統と変容」事務局

参加者

　１．報告者

　　井上　忠司　甲南大学 （民博客員教官）

　　岩田　龍子　武蔵大学

　　上野千鶴子　平安女学院

　　梅棹　忠夫　国立民族学博物館

　　奥野　卓司　京都芸術短期大学

　　熊倉　功夫　筑波大学

　　栗田　靖之　国立民族学博物館

　　小山　修三　国立民族学博物館

　　杉田　繁治　国立民族学博物館

　　園田　英弘　京都大学

　　高田　公理　愛知学泉大学

　　端　　信行　国立民族学博物館

　　福田アジオ　国立歴史民俗博物館

　　藤井　知昭　国立民族学博物館

　　藤田　英典　名古屋大学

　　山路　勝彦　関西学院大学

　２．討論参加者

　　石毛　直道　国立民族学博物館

　　石森 秀三　国立民族学博物館

　　祖父江孝男　放送大学

　　竹村　卓二　国立民族学博物館

　　鳴海　邦碩　大阪大学

　　松山　利夫　国立民族学博物館

　　森田　恒之　国立民族学博物館

　　守屋　　毅　国立民族学博物館

　　米山　俊直　京都大学

日　程

２月２０日（水）

　１０：３０　 （司会 竹村　卓二）

　　　　　あいさつにかえて　　梅棹 忠夫

　　　　　問題提起 ：日本人の入間関係

　　　　　　　　　　　　　　栗田　靖之

　１３：１５　 〈家庭〉（司会 石森 秀三）

　　　　　家庭内の人聞関係　　山路　勝彦

　　　　 共同体から共遊体へ　端　　信行

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２３３



　１５：３０　 〈地域〉（司会　松山　利夫）

　　　　　「番」と「衆」一地域社会と個人

　　　　　　　　　　　　　　 福田アジオ

　　　　 選挙と人間関係一香川県Ｑ市の場

　　　　 合一　　　　　　　　小山　修三

２月２１日（木）

　１０：００　 〈学校〉（司会　森田　恒之）

　　　　　学閥と人間関係　　　園田　英弘

　　　　　教育コミュニケーションの変化と

　　　　　日本文化の変容　　　藤田　英典

　１３：１５　 〈職場〉（司会　祖父江孝男）

　　　　　間柄志向と集団志向　岩田　龍子

　　　　　 「気くばりのすすめ」の売れゆき

　　　　　が意味するもの　　　高田　公理

　１５：３０　 〈寄り合〉（司会 石毛　直道）

　　　　　芸能と家元制度　　　熊倉　功夫

　　　　　クラブ型社会の可能性

　　　　　　　　　　　　　　 藤井　知昭

２月２２日 （金）

　１０：００　 〈情報〉（司会　守屋　　ｉ毅）

　　　　　シミュレーションとしての人間関

　　　　　係一情縁社会の若者一

　　　　　　　　　　　　　　 奥野 卓司

　　　　　人間関係の情報構造　杉田　繁治

　１３：１５　 〈社縁〉（司会　端　　信行）

　　　　　選べる縁 ・選べない縁

　　　　　　　　　　　　　　 上野千鶴子

　　　　　社縁の人間関係　　　井上　忠司

　１５：３０　 総括討論 （司会　栗田　靖之）

◎ 「近代世界における日本文明」

　一統治機構の比較文明学一

日時　昭和６０年３月４日 （月）－１１日 （月）

場所　国立民族学博物館，東洋紡績総合研究

　　　所求是荘

摘要　谷口国際シンポジウム文明学部門は，

　１９８３年から毎年，「近代世界における日本

　文明」という大きなテーマのもとにシンポ

　ジウムをひらき，新しい研究領域の開拓に

　着手してきた。今回のテーマは 「統治機構

　の比較文虜学」であり，主として東アジァ

　世界における国家統治機構の比較をとおし

２３４

　　　　 国立民族学博物館研究報告　１０巻１号

　て，現在の世界における日本文明の占める

　位置について討論をおこなった。

組織委員会

　委員長

　　梅棹　忠夫　国立民族学博物館長

　委　員

　　竹村　卓二　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　　部長

　　佐 木々高明　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　部長

　　伊藤　幹治　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　　部長

　　加藤　九詐　国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　　部長

　　岩田　慶治　国立民族学博物館第五硫究

　　　　　　　　部長

　　秦　　明夫　国立民族学博物館管理部長

　専門委員

　　ヨーゼフ・クライナー

　　　　　　　　ボン大学日本文化研究所長

　　ハルミ・ベフ　スタンフォード大学教授

実行委員会

　委員長

　　松原　正毅　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　部助教授

　　端　　信行　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　　部助教授

　　小川　　了　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　　部助教授

　　石毛　直道　国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　　部助教授

　　石森　秀三　国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　　部助手

　　杉田　繁治　国立民族学博物館第五研究

　　　　　　　　部助教授

　　磯村　　紘　国立民族学博物館庶務課長

　　湯浅　叡子　財団法人千里文化財団専務

　　　　　　　　理事

　　宇治日出二郎　財団法人千里文化財団事

　　　　　　　　　業部長



彙 報

参 加 者

　 Ｈａｒｕｍｉ　ＢＥＦｕ　　 Ｓｔａｎｆ（）ｒｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ

　 金 　 宅　 圭 　 嶺 南 大 学 校文 科 大 学

　Ｊｏｓｅｆ　ＫＲＥＩＮＥＲ　　 ｕｎｉｖｅｒｓｉｔａｔ　Ｂｏｎｎ

　 Ｋｕｒｔ　Ｗ ．　ＲＡＤＴＫＥ　Ｒｉｊｋｓｕｎｉｖｅｒｓｉｔｅｉｔ　ｔｅ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｌｅｉｄｅｎ

　 Ｅｌｅａｎｏｒ　Ｗ ＥｓＴＮＥＹ　Ｍ ．１．Ｔ．

　梅棹 　忠 夫 　 国立 民 族 学 博物 館

　 鈴 木 　 董 東 京 大 学 東 洋文 化 研 究 所

　 端 　 　信 行 　 国立 民 族 学 博 物 館

　 濱下 武 志 東 京 大 学 東 洋 文 化 研究 所

　 藤井 　 譲 治 　京 都 大 学 人 文 科 学研 究 所

　 松 原 　正 毅 　 国 立民 族 学 博 物 館

　 矢 野 　 　暢 京 都 大 学 東 南 ア ジァ硫 究 セ ン

　 　 　 　 　 　 　タ ー

日　 程

３月 ４ 日（月 ）　 （千 里 阪急 ホ テル ）

　 １７：００　 受 付

３月 ５Ｅｌ（火 ）　 （国立 民 族 学博 物 館 ）

　 １０：００　 （司会 　松 原 　正 ｉ毅）

　 　 　 　 　 開会 式

　 　 　 　 　 基 調講 演 　 　 　 　 　 　梅棹 　 忠 夫

　 　 　 　 セ ッシ ョ１・２

　 　 　 　 　 　 （座 長 　 ヨーゼ フ・ク ライ ナー ）

　 １３：００　 日本近 世 社 会 にお け る官 僚 と軍 隊

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 藤 井 　 譲 治

　 １４：００　 討 論

　 １５：１５　 Ｔｈｅ　Ｅｍｕｌａｔｉｏｎ　Ｗ ｅｓｔｅｒｎ　Ｏｒｇａｎ童一

　 　 　 　 　 ｚａｔｉｏｎａｌ　Ｆｏｒｍｓ　ｉｎ　Ｍ ｅｉｊｉ　Ｊａｐａｎ

　 　 　 　 　 　 　 　 　エ レノル ・ウエ ス トニ ー

　 １６：１５　 討 論

３月 ６ 日（水 ）　 （国 立 民 族学 博 物 館 ）

　 　 　 　 セ ッシ ョン ３　 （座 長 矢 野 　 　暢）

　 １０：００　 Ｐｏｗｅｒ　ｉｎ　Ｅｘｃｈａｎｇｅ： Ｃｏｎｓｉｄｅｒａ・

　 　 　 　 　 ｔｉｏｎ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｒｅｌａｔｉｏｎｓｈｉｐ　ｂｅｔｗｅｅｎ

　 　 　 　 　 Ｐｅｒｓｏｎａｌ　ａｎｄ　Ｉｎｓｔｉｔｕｔｉｏｎａｌ　Ｐｏｗｅｒ

　 　 　 　 　 ｉｎ　ｔｈｅ　Ｆｒａｍｅｗｏｒｋ　ｏｆ　Ｓｏｃｉａｌ　Ｅｘ・

　 　 　 　 　 ｃｈａｎｇｅ　 　 　 　 　 ハ ル ミ ・ベ フ

　 １１：００　 討 論

　 　 　 　 セ ッ シ ョ ン ４　 （座 長 　 藤井 　譲 治 ）

　 １３：００　 統 治 機構 の比 較 文 明 学 ：日本 と中

　 　 　 　 　 国 ク ー ル ト ・ラ ドケ

１４：００　 討論

　　 　 セ ッション５　 （座長　金　宅　圭）

１５：１５　 朝貢 と移民一中国の対外統治 と日

　　 　　 本一　　 　　　　 　　濱下　武志

１６：１５　 討論

３月 ７日（木）　 （国立民族学博物館）

　　 　 セ ッション６　 （座長　端　　信行）

１０：００　 韓国近世の統治機構　金　宅　圭

１１：００　 討論

　　 　 セ ッション７　 （座長　濱下　武志）

１３：００　 遊牧国家における統治機構

　　 　　　 　　　　 　　　 　　松原　正毅

１４：００　 討論

３月 ９日（土）　 （求是荘）

　　 　 セ ッシ ョン８　 （座長　松 原　正毅）

１３：００　 オ スマ ン帝 国の統治機構 一その比

　　 　　 較史的分析一　　　　鈴木　　董

１４：００　 討論

　　 　 セ ッシ ａン９

　　 　　　 　　　　 （座長　ハ ル ミ ・ベ フ）

　１５：１５　 統治 の経済学一 「所有」 と支配を

　　 　　 め ぐって一　　 　　 　端　 　信行

　１６：１５　 討論

３月１０Ｅｌ（日）　 （求是荘）

　　 　 セ ッション１０　 （座長　鈴木　　董）

　１０：００　 東南アジァにおける 「支配」 と

　　 　　　 「統治」　 　 　　 　 矢野 　　暢

　１１：００　 討論

　　 　　 総括討論　　（座長　松原　正毅）

　１３：３０　 総括討論

　１７：００　 閉会式

３月１１日（月）　（ホテル レークビワ）

　　 　　 解散

◎ 日本民族文化 の源流の比較研究 シンポジゥ

　 ムＷ

　　 『民間伝承 』

日時　昭和６０年 ３月１３日 （水）－１６日 （土）

場所　国立民族学博物館

摘要　 この特別研究 は， 日本民族文化の形成

　 ・発展の道筋を考え る上で提起 され る様 々

　 の問題を、周辺民族 との比較を通 じて、遠

　　 　　　 　　　　 　　　 　　　　 　 ２３５



心的 ・求心的に研究しようとする１０年計画の

プロジェクトである。

　今回のシンポジウム 『民間伝承』もこの線

に沿って行われ，先ず日本古代 ・中世が，次

に北アジァ，中国，東南アジァ等の伝承が比

較の観点から論じられ，構造と機能及び系譜

の聞題がしめくくりとして検討された。

シンポジウム委員会

　　君島　久子　国立民族学博物館第一研究

　　 （委員長）　 部教授

　　友枝　啓泰　国立民族学博物館第四研究

　　（副委員長） 部助教授

　　永ノ尾信悟　国立民族学博物館第二研究

　　　　　　　　部助手

　　黒田　悦子　国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　　部助教授

　　重松真由美　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　　部助手

　　庄司　博史　国立民族学博物館第三研究

　　　　　　　　部助手

　　長野　泰彦　国立民族学博物館第一研究

　　　　　　　　部助手

　　八杉　佳穂　国立民族学博物館第四研究

　　　　　　　　部助手

　　水口　　修 国立民族学博物館管理部庶

　　　　　　　　務課共同利用係長

　　由井紀久子　　「源流」事務局

参加者

　ユ． 報告者

　　浅井　　亨　富山大学

　　荒木　博之　広島大学

　　伊藤　清司　慶応義塾大学

　　大林　太良　東京大学

　　荻原　真子　国際商科大学

　　小澤　俊夫 筑波大学

　　君島　久子　国立民族学博物館

　　田中　克彦　一橋大学

　　田村 克己 金沢大学

　　野村　純一　国学院大学

　　長谷川　清　上智大学博士課程

　　福田　　晃　立命館大学

２３６
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　 松前　　健　立命館大学

　 村井　信幸　東京高等学校

　 山下 欣一 鹿児島経済大学

　 吉川　利治　大阪外国語大学

　 崔 仁 鶴 Ｇｈｏｉ　ｌｎ－ｈａｋ

　　　　　　　 韓国 仁荷大学校

　 郎　　　　櫻 Ｌａｎ　Ｙｉｎｇ

　　　　　　　 中国　中国社会科学院少数

　　　　　　　 民族文学研究所

　 張　　紫　　農ｉＺｈａｎｇ　ｚｉ－ｃｈｅｎ

　　　　　　　 中国　北京師範大学

２． 討論者

　梅棹 　忠夫　国立民族学博物館

　 永ノ尾信悟　国立民族学博物館

　 遠藤　庄治　沖縄国際大学

　 大島　建彦　東洋大学

　 黒田　悦子　国立民族学博物館

　 佐々木高明　国立民族学博物館

　 重松真由美　国立民族学博物館

　 庄司　博史　国立民族学博物館

　 武田　　正　米沢東高等学校

　 友枝　啓泰　国立民族学博物館

　 直江　広治　清泉女子大学

　 長野　泰彦　国立民族学博物館

　 藤井　知昭　国立民族学博物館

　 丸山　顕徳　四條畷学園女子短期大学

　 八杉　佳穂　国立民族学博物館

　 吉田　敦彦 学習院大学

　 Ｎａｕｍａｎｎ，　Ｎｅｌｌｙ

　　　　　　　　ドイツ　 フライブルグ大学

　　譚 達 先 Ｔａｍ　Ｔａｔ－ｓｉｎ

　　　　　　　 香港　香港中文大学校

日　程

３月１３日（水）

　１３：３０　 （座長　佐々木高明）

　　　　 館長挨拶　　　　　　梅棹　忠夫

　　　　 問題提起　　　　　　君島　久子

　１５：００　日本 （１）（座長　遠藤　庄治）

　　　　 神話語りの形式と伝統

　　　　　　　　　　　　　　 松前　　健

　　　　　中世の神話的伝承一 「甲賀三郎」

　　　　　「百合若大臣」をめぐって一



彙 報

　　　　　　　　　　　　　　福田　　晃　　　　　　　　中国少数民族のトーテム神話伝説

３月１４日（木）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　及び日本への流伝　　郎　　　櫻

１０＝００　 日本 （２）（座長 武田　　正）　　　　　１３：００　 中国 （２）（座長 長野 泰彦）

　　　　 昔話伝承の特性一禁忌を巡って一　　　　　　　　　中国の民間伝承と日本一羽衣 ・浦

　　　　　　　　　　　　　　 野村　純一　　　　　　　　島を軸として一　　　君島　久子

　　　　 南島の民間説話をめぐる二、三の　　　　　　　　西南中国少数民族の創世神話一ナ

　　　　 問題　　　　　　　山下 欣一　　　　　　　 シ族の 「人類遷徒記」を中心とし

１３：００　 東アジア （座長　大島　建彦）　　　　　　　　　 て一　　　　　　　　村井　信幸

　　　　 アイヌ民間伝承の概観　　　　　　　　　　　　　 雲南少数民族の政治統合と建国神

　　　　　　　　　　　　　　 浅井 　亨 　 　 　　 話 　 　 　 　 長谷川 清

　　　　 韓国のイェンナル・イヤキ　　　　　　　１５：００　 東南アジア （座長 丸山　顕徳）

　　　　　　　　　　　　　　 崔　仁　鶴　　　　　　　　タイの異郷訪問説話　吉川　利治

ユ５：００　 北アジア （座長　直江　広治）　　　　　　　　　 ビルマの精霊信仰と民間伝承

　　　　　アムール川地域の神話世界一創世　　　　　　　　　　　　　　　　　 田村　克己

　　　　 神話を中心として一　荻原　真子　　　 ３月１６日（土）

３月１５日（金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　 １０：００　 構造と機能 （座長　友枝　啓泰）

　１０：００　 北アジア （座長　大林　太良）　　　　　　　　　 Ｈ本昔話の構造　　　小澤　俊夫

　　　　　ブリヤート，ヤクートの伝承にお　　　　　　　　日本昔話の機能　　　荒木　博之

　　　　　ける天降リモチーフ　田中　克彦　　　　１３：００　 系譜 （座長　吉田　敦彦）

　　　　　中国（１）（座長　大林　太良）　　　　　　　　　　日本神話の系譜　　　大林　太良

　　　　　中日両国の継子諺の比較研究　　　　　　　　　 嗣本昔話の系譜　　　伊藤　清司

　　　　　　　　　　　　　　 張　紫　農　　　　１５：００　 総括討論 （座長　君島　久子）

海外における研究 ・調査 ・収集活動

　 氏 名 官 職 　 　 出 発 　帰 国 　　 行 先

大 丸　 　弘　助教授 （第五研究部）　 ６０． １．１１　 ６０． ３．１１　　 連合王国

野村　雅一　助教授 （第五研究部）　 ６０． １．１５　 ６０． ９．１４　　　イタ リア，フ ランス

梅棹　忠夫　館　長 　　　 　　　 　　６０． ２． ３　 ６０． ２．１７　 　 中華人民共和 国

杉本 　尚次　教　授 （第五研究部）　 ６０． ２． ３　 ６０． ２．１７　　 中華入民共和国

周　　達生　助教授 （第一研究部）　 ６０． ２． ３　 ６０． ２．１７　 　 中華人民共和国

藤井　知昭　教　授 （第二研究部 ）　 ６０． ２．２５　 ６０． ３． ２　　 イ ンドネ シア共和国

石 毛　直道　助教授 （第四研究部）　 ６０． ３．１１　 ６０． ３．１８　 　 中華人民共和国

杉田　 繁治　助教授 （第五研究部）　 ６０． ３．２２　 ６０． ３．２９　　 アメ リカ合衆国，カナダ

守屋　　毅　助教授 （第一研究部）　 ６０． ３．２９　　６０． ４． ８　　　中華人民共和国，香港

来 館 者 抄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雰　 厚　浄 （韓国，梨花女子大学

１月 １７日　 松田　智雄 （東京大学名誉教授）　　　　　 　　　 校法 ・政治大学長）

１月２１日　 ＫｕＮＴｏｗｌＪｏＹｏ（イン ドネシア・ガ　　　 ２月 ８日　 陳　奇　蘇 （台湾，台湾大学教授）

　　　　　ジ ャマダ 大学文学部 歴 史 学 科 講　　　 ３月 ７日　宮地伝三郎 （京都大学名誉教授）

　　　　　師）　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　 ３月 ７日　 渋澤　雅英 （財団法人 ＭＲＡハ ウ

２月 ５日　鄭　義　淑 （韓 国，梨花女子大学　 　　　 　　　　ス代表理 事・イース ト・ウエス ト ・

　　　　　校総長）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 セ ミナー代表理事）

　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　 　　　　　 ２３７



　　　　 関口　末夫 （大阪大学社会経済研

　　　　 究所教授）

３月１５日　張　紫　農 （中国，北京師範大学

　　　　 副教授）

　　　　 郎 　　 櫻 （中国，中国社会科学

　　　　 院少数民族文学研究所）

３月１６日　西川　　治 （東京大学教養学部教

　　　　 授）

３月２０日　Ｊａｍｅｓ　Ｄ・ＢＵＲＫＥ （アメリカ合衆

　　　　 国，セントルイス美術館長）

３月２１日　中国文化部文物事業管理局

　　　　 謝　辰　生 （顧問）

　　　　 童 正 洪 （弁公室主任）

　　　　 陸 日 民 （外事処通訳）

３月２３日　中国内蒙古呼和浩特中小企業考察

　　　　 団

　　　　 国立民族学博物館研究報告　　１０巻 １号

　　　　 団長 趙 国 桓 （内蒙古 自治区

　　　　 呼和浩特市計画委員会副主任，呼

　　　　 和浩市人民政府経 済開発 引進弁公

　　　　 室主任）

　　　　 副団長 王 永 夫 （内蒙古 自治

　　　　 区呼和浩特市経済委員会副主任）

　　　　 秘書長　趙　国　興 （内蒙古 自治

　　　　 区呼和特市人民政府外事弁公室）

３月２５日　 Ｓｕｐａｎａｗａｎ　ＣＨＥＲＮＹｏＤ（タイ，タ

　　　　　イユネス コ国内委 員 会 事 務 局 職

　　　　 員）

　　　　 Ｊｅａｎｎｅｔｔｅ　ＴｕＡｓｏＮ （フィ リピンユ

　　　　　ネス コ国内委員会事務職員）

３月２６日　Ｐｈｉｌｉｐ　Ｊ．　ＢｏｓｓＥＲＴ （アメ リカ合 衆

　　　　 国，ハ ワイ ・ロアカ レッジ学長〉
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国立民族学博物館研究報告寄稿要項

１．国立民族学博物館研究報告 は，民族学 （文化人類学 ）に関す る論文，資料 ・研究ノー ト，調

査研究活動報告等を掲載 ・発表することにより，民族学 （文化人類学 ）の発展に寄与す るもの

であ る。

２．国立民族学博物館研究報告 に寄稿する ことがで きる者 は，次の とお りとす る。

（１） 国立民族学博物館 （以下 「本館」 とい う。）の教 官 （客員教授等を含む。）及び本館 の組織，

　 運営 に関与する者

（２） 本館が受 け入れた各種研究員及び研究協力者

（３） その他本館 において適 当と認 めた者

３，原稿を寄稿 する場合 は，論文，資料 ・研究 ノー ト，調査研究活動報告等 のうち，いずれであ

　るかをその表紙 に明記す るものとす る。なお，この区分についての最終的な調整は，国立民族

学博物館研究報告編集委員会 （以下 「編集委 員会」 とい う。）において行 う。（編集す る場合 は，

原則 と して論文及 び資料 ・研究ノー トを １段組， その他の ものを ２段組 として取 り扱 う。）

４．原稿執筆 における使用言語は，日本語，英語， フランス語，スペイ ン語， ロシア語，中国語

及び ドイツ語の うちいずれを用 いて も差 し支えない。ただ し，その他の言語を用 いる場合は，

編集委員会 に相談す るものとす る。

５．特殊 な文字，記号，印刷方法等が必要 な場合 は，編 集委員会 に相談する もの とす る。

６．寄稿する原稿が論文で， 日本語を使用 する場合は，原則 と して英文によ り５００語程度 の要 旨

を付ける ものと し，その他 の言語 によ る論文の場合 は，編集委員会に相談す るもの とす る。 な

　お，寄稿する原稿 については，執筆者名のローマ字表記及 び原稿表題の英文を付記 しなければ

　な らない。

７．寄稿す る原稿 の枚数は，原則 と して制限 しない。ただ し，編集す る場合は編 集委員会の判断

　により，紙数等 の関係か ら分割 して掲載す ることが ある。

８．寄稿す る原稿 は，必ず清書 （欧文の場合はタイプ） し，原稿 の写 し１部を添付す るもの とす

　 る。なお，図，表 のス ミ入れ， レタ リングは，編集委員会で処理す る。

９．寄稿 された原稿 は，審査委員会 において審査の うえ，採否を決定す る。なお，原稿 は，採否

　にかか わ らず原則 として返却 しない。

１０．稿料の支払 い，掲載料 の徴収 は行わない。

１１．原稿 の執筆 に当 っては，別 に定める 「国立民族学博物館研究報告執筆要領」 によ る。

１２．原稿の寄稿先及び連絡先は，次の とお りとする。

　　　 〒５６５ 大阪府吹田市千里　万博公園１０－１

　　　　　　　国立民族学博物館内

　　　　　　　国立民族学博物館研究報告編 集委員会 （電話 代表 ０６－８７６－２１５１）
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国立民族学博物館研究報告執筆要領

１．原稿 は，２００字詰原 稿用紙を使用 し，横書 きとす る。

２．原稿 は，図，表を除き，原則 として黒 インクを使用する。

３． 日本語を使用 して執筆す る場合は，原則 と して 当用漢字，現代かなつかいを用いる。

４・句読点，括弧，各種記号等 は，原則 と して原稿用紙のマス目 １字分の扱 いをす る・

５・原稿 中の年号，月 日及 びその他の数字は，原則 としてア ラビァ数字を用 いる。なお，年号 は，

　原則 として西暦 とす る。

６．図及び表 は，一図，一 表ごとに別紙に書 き，本文 とは別｝Ｃ－一一括 して添付 するもの とす る。 な

　お，図，表 ごとに通 し番 号 （「図 １」，「表 １」等の要領によ り記入），図，表名及び説明並びに

　出典等を記 し，本文原稿 の欄外 には，それ ぞれのそう入箇所 を指定す るもの とす る。

７・写真は，写 りの明瞭な もので，手札判以上 の大 きさに焼 き付 けた ものに限 り，図及び表の扱

　いに準 じて通 し番号，説 明を付 けた うえ，そう入箇所を指定 するもの とする。 ただ し， カラー

写真 は，原則 として受け付けない。

８・本文又は脚注 において文献 を指示す る場合 は，カギ括弧を付け，著者名，文献刊行年次，引

　用ページ数の順 に下記の例に従 って記載す る。

　　［柳 田 １９４２：６７－－６９］

　　［Ｌｅａｃｈ　１９６１：１２３］

　　 ［柳田 １９４２：６７－６９，１９４４：２０－２２；Ｌｅａｃｈ　Ｉ９６１＝１２３］

　ただ し，同年次刊行物の場合は，アル フ ァベ ッ ト順により，下記のように記載す るものとす る。

　　［柳 田　１９４２ａ：２０－２２］［柳 田 １９４２ｂ；１０］

９・脚注 は，一つ一つ別紙 に記 し，通 し番号を付け る。 なお，本文 中に脚注をそ う入す る箇所に

　は，脚注の当該番号を記入 し，別紙 の脚注に は，本文 のペ ージ数を明記す るもの とす る。

１０．本文及び脚注において参照 した文献 は，すべて原稿 の末尾 にま とめて下記の方法 によ り記入

　す る。

　（１） 文献の配列 は，著者名の アル ファベ ッ ト順 とす ること。

　（２） 文献の記載 は，著者名，年号，論題 （タイ トル），誌 名，巻 ，号，出版社名の順 とすること。

　　欧文 の雑誌名及び単行本名 は，イタ リック体にす るため，原稿には下線を 引 くこと。また，

　　 ローマ字人名は，スモール ・キ ャピタル とす るため，二重下線を引き， 日本文の場合 は，論

　　題にカギ括弧，雑誌名及び単行本 名に二重のカギ括 弧を付 けること。雑誌の巻数及び号数 は，

　　原則 と して アラビア数字を用い ること。

　　 （例）

　　　論文 の場合　（１）

　　　　石田英一郎

　　　　　　１９４８ 「文 化史的民族学成立の基本問題」『民族学研究』　１３（４）：３１１－３３０。

Bohannan, P. 

   1973 Rethinking Culture: A Project  for Current Anthropologist. Current 

        Anthropology  14(4): 357-372.

論文の場合 　（２）

　杉浦　健一

　　　１９４２　「民間信仰 の話」　柳田国男編 ｒ日本民俗学研究』 岩波書店，ｐｐ・１１７－１４３。
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Leach, Edmund 

   1964 Anthropological Aspects of  Language: Animal Categories and Verbal Abuse. 

        In Eric H. Lennenberg (ed.), New Directions in the Study of Language, 

         The M. I. T. Press, pp. 23-63.

単行本の場 合

　泉　　靖一

　　　１９６６ ｒ文明を もった生物』　 日本放 送出版協会。

Murdock, George P. (ed.) 

   1960 Social Structure in Southeast Asia. Viking Fund Publications in Anthro-

         pology No. 29, Wenner-Gren Foundation for Anthropological Research, Inc.

翻訳書の場合

　エ リアーデ，Ｍ ．

　　　１９７４ ｒシ ャーマニズム　 　古代的エ クスタ シー技術　　』 堀　一郎訳　冬樹社。

van Gennep, Arnold 

   1960 The Rites of Passage. M. B. Vizedom and G. L. Caffee, trans., The Uni-

        versity of Chicago Press.
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